
前月比本月

(

 　
月
　
日
現
在)

 

２５

稚
内
市
の
人
口

－13人人口　男　19,668人

－24人　　　女　20,392人

－37人　　　計　40,060人

－10世帯世帯数　　19,080世帯

～主な紙面～

１０面：インフォメーション６面：２面：

１１面：インフォメーション７面：３面：

１２面：井戸端情報館８面：市民カレンダー４面：

　　：今月のおすすめ本９面：５面：

前月比本月

(

 ７
月
　
日
現
在)

 

２５

稚
内
市
の
人
口

－36人人口　男　19,632人

－27人　　　女　20,365人

－63人　　　計　39,997人

     6世帯世帯数　　19,086世帯

～主な紙面～

１０面：インフォメーション６面：ななかまど２面：教えて！ごみの分別

１１面：インフォメーション７面：敬老祝品・祝金を贈呈します３面：慰霊祭等のお知らせ

１２面：井戸端情報館８面：市民カレンダー４面：藤田征樹選手パラリンピック出場

　　：今月のおすすめ本９面：わいわい子育て支援コーナー５面：ななまかど

建
大
黒
三
町
内
会
自
主
防
災
組
織

建
大
黒
二
町
内
会
自
主
防
災
組
織

建
稚
内
市
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
と
も
し
び
の
会

建
上
藪
富
男
（
日
本
サ
ハ
リ
ン

同
胞
交
流
協
会
）

建
稚
内
市
交
通
安
全
母
の
会

建
稚
内
天
文
同
好
会

建
稚
内
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

リ
ー
ダ
ー
会

建
遊
び
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
実
行

委
員
会

建
わ
っ
か
な
い
図
書
館
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　（
※
敬
称
略
）

【合唱、独唱、ダンス【合唱、独唱、ダンス】】
（子どもミュージックサークル エンジェルボイス（子どもミュージックサークル　エンジェルボイス））

【怒涛乱れ打ち・海峡太鼓】（稚内海峡太鼓保存会【怒涛乱れ打ち・海峡太鼓】（稚内海峡太鼓保存会））【石垣郷土芸能：赤馬節】（石垣市職員【石垣郷土芸能：赤馬節】（石垣市職員））

市制施行60年記念特別表彰を受賞された皆さ市制施行60年記念特別表彰を受賞された皆さんん

【南中ソーラン】（稚内南中学校【南中ソーラン】（稚内南中学校））

市制施行60年記念表彰を受賞された皆さ市制施行60年記念表彰を受賞された皆さんん

式辞を述べる横田耕一市式辞を述べる横田耕一市長長
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市
制
施

　
市
制
施
行行
　
年
記
念

年
記
念

６０６０
表

　
　
　
　
　
　
表
彰彰
受
賞
者

受
賞
者

　
先
月
　
日
（
土
）、
稚
内
総
合

１９

文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
稚

内
市
制
施
行
　
年
記
念
式
典
」

６０

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民

の
皆
さ
ん
や
来
賓
の
方
々
、
道

内
各
市
町
村
、
友
好
都
市
で
あ

る
石
垣
市
や
サ
ハ
リ
ン
州
３
市

か
ら
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
多

く
の
方
々
と
と
も
に
　
年
と
い

６０

う
節
目
を
盛
大
に
祝
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
横
田
耕
一
市
長
は
、「『
ふ
る

さ
と
　
わ
っ
か
な
い
』
を
、
今

日
の
繁
栄
へ
と
導
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
先
人
に
感
謝
を
捧
げ
、

本
市
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
さ

れ
た
方
々
の
ご
功
績
に
思
い
を

馳
せ
な
が
ら
、
将
来
あ
る
べ
き

姿
を
的
確
に
と
ら
え
る
こ
と
が

大
切
。・
・
・（
中
略
）
次
代
を

担
う
で
あ
ろ
う
若
人
の
輝
か
し

い
明
日
の
創
造
の
た
め
、
全
力

を
あ
げ
て
取
り
組
む
。」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
大
濵
長
照
石
垣
市
長
、
パ

ク
・
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ニ
コ
ラ

エ
ヴ
ィ
チ
・
ネ
べ
リ
ス
ク
地
区

長
ほ
か
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々

よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
ま

た
、
特
別
表
彰
や
記
念
表
彰
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

厳
粛
な
中
に
も
華
や
な
式
典
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
式
典
を
契
機
に
さ
ら
な

る
飛
躍
に
向
け
、
新
た
な
　
年
１０

を
目
指
す
出
発
点
と
な
る
よ
う
、

今
後
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

　
式
典
で
は
、
数
々
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、
式
典

を
華
や
か
に
彩
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
　
古
く
か
ら
伝
わ
る
和
太
鼓
の

響
き
や
、
稚
内
か
ら
約
３
千
キ

ロ
遠
く
離
れ
た
南
の
地
の
優
雅

な
舞
は
、
歴
史
の
重
さ
、
深
み

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
海
峡
太
鼓
や
赤
馬
節
に
比
べ

る
と
ま
だ
歴
史
は
浅
い
も
の
の
、

稚
内
を
代
表
す
る
文
化
と
な
っ

た
南
中
ソ
ー
ラ
ン
や
、
新
た
な

文
化
と
し
て
数
年
前
に
始
ま
っ

た
ば
か
り
の
合
唱
は
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
パ
ワ
ー
、

た
く
ま
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
様
々
な
文
化
か
ら
、

過
去
を
作
っ
て
き
た
力
・
今
を

支
え
て
い
る
力
・
未
来
へ
向
か

う
力
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

　
市
の
発
展
の
た
め
に
長
年
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
対
し

て
、
特
別
表
彰
及
び
記
念
表
彰

が
行
わ
れ
、
今
年
で
　
周
年
を

３０

迎
え
る
「
稚
内
市
子
育
て
運
動
」

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
故
・
手
塚
治
虫
氏
を

は
じ
め
、
合
わ
せ
て
３
個
人
・

　
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

１０建
故
・
手
塚
治
虫

建
松
坂
大
輔

建
東
京
稚
内
会

建
稚
内
ク
ラ
ブ
（
札
幌
市
）

　
　
　
　
　
　
　（
※
敬
称
略
）

市
制
施

　
市
制
施
行行
　
年
記
念

年
記
念

６０６０
特
別
表

　
　
　
　
特
別
表
彰彰
受
賞
者

受
賞
者

功
績
を
称
え

功
績
を
称
え
てて

  稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施

稚
内
市
制
施
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
　
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式
典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典

年
記
念
式
典

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６０００００００００００００００００００００６０

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
ささささささささささささささささささささ
とととととととととととととととととととと

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
なななななななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

「
ふ
る
さ
と
　
わ
っ
か
な
い
」
新
た
ななななななななななななななななななななな
　
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
のののののののののののののののののののの
幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕幕
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

年
の
幕
開
け

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００１０

式
典
を
華
や
か
に
彩
っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

式
典
を
華
や
か
に
彩
っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ンン
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教
え
て
！
ご
み
の
分

教
え
て
！
ご
み
の
分
別別

　
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

（
以
下
・
容
器
包
装
プ
ラ
）
と

白
色
ト
レ
イ
の
分
別
が
ス

タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
約
１
か
月

が
経
ち
ま
し
た
が
、
分
別
に
は

慣
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
?

　「
分
別
が
難
し
い
」
と
感
じ

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
１
０
０
か
所
を
超

え
る
説
明
会
や
訪
問
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
分
け
方
や
出
し
方
に
つ
い

て
、
問
い
合
わ
せ
の
多
か
っ
た

事
項
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

★
質
問
１
／
分
別
す
る
も
の

と
分
別
し
な
い
も
の
は
何
で

判
断
す
れ
ば
い
い
の
？

虞
虞
虞
虞

☆
回
答
／
プ
ラ
マ
ー
ク
が
付

い
て
い
る
か
、
付
い
て
い
な

い
か
で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
れ
ば
、

分
別
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

★
質
問
２
／
容
器
包
装
プ
ラ

に
は
、
色
々
な
種
類
が
あ
る

が
、
種
類
ご
と
に
分
け
て
出

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
？

虞
虞
虞
虞

☆
回
答
／
い
い
え
。
1
つ
の

袋
に
ま
と
め
て
出
し
て
構
い

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
白
い
ト

レ
イ
・
白
い
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
の
箱
（
白
色
ト
レ
イ
類
）

は
、
別
の
袋
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

★
質
問
３
／
色
が
つ
い
た
ト

レ
イ
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は

ど
う
す
る
の
？

虞
虞
虞
虞

☆
回
答
／
「
白
色
ト
レ
イ
」
で

は
な
く
、「
容
器
包
装
プ
ラ
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
質
問
４
／
納
豆
の
容
器
は

ど
う
す
る
の
？

虞
虞
虞
虞

☆
回
答
／
ネ
バ
ネ
バ
が
多
少

残
っ
て
も
構
わ
な
い
の
で
、

す
す
い
で
か
ら
「
容
器
包
装

プ
ラ
」
と
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

★
質
問
５
／
汚
れ
て
い
る
も

の
は
、
洗
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
？

虞
虞
虞
虞

☆
回
答
／
汚
れ
た
ま
ま
で
は

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
の
で
、

汚
れ
て
い
る
も
の
は
水
で
す

す
い
で
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

い
。
洗
剤
を
使
っ
て
ゴ
シ
ゴ

シ
洗
う
必
要
な
あ
り
ま
せ
ん
。

★

質
問
６
／
残
飯
な
ど
が

入
っ
て
い
る
弁
当
の
容
器
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
ま
た
、

中
に
入
っ
て
い
る
し
ょ
う
油

や
ソ
ー
ス
な
ど
小
袋
は
ど
う

す
る
の
？

虞
虞
虞
虞

☆
回
答
／
食
べ
残
し
や
つ
ま

よ
う
じ
等
を
取
り
除
き
、
す

す
ぐ
か
汚
れ
を
ふ
き
取
っ
て

か
ら
「
容
器
包
装
プ
ラ
」
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
し
ょ
う
油
や
ソ
ー
ス
な

ど
の
小
袋
は
、
中
身
を
使
い

切
っ
て
か
ら
「
容
器
包
装
プ

ラ
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

★
質
問
８
／
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や

ケ
チ
ャ
ッ
プ
な
ど
、
チ
ュ
ー

ブ
の
容
器
は
洗
い
に
く
い
。

虞
虞
虞
虞

☆
回
答
／
容
器
を
半
分
に
切

る
と
す
す
ぎ
や
す
く
な
り
ま

す
。

★
質
問
７
／
ラ
ッ
プ
も
分
別

の
対
象
に
な
る
の
？

虞
虞
虞
虞

☆
回
答
／
食
品
を
包
む
ラ
ッ

プ
は
「
容
器
包
装
プ
ラ
」
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
を
外
す

必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

★
質
問
９
／
レ
ジ
袋
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
？

虞
虞
虞
虞

☆
回
答
／
「
容
器
包
装
プ
ラ
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
中
に
生
ご
み
や
使

用
済
み
の
紙
お
む
つ
な
ど
を

入
れ
た
場
合
は
「
一
般
ご
み
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
み
と
資
源
の
分
け

方
・
出
し
方
に
つ
い
て
ご
不
明

な
点
が
あ
る
場
合
や
、
ご
み
分

別
等
に
係
る
説
明
会
の
開
催
希

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
次
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
市
衛
生
課
リ

サ
イ
ク
ル
グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
４
３
７

　
今
年
か
ら
、
市
民
と
行
政
を

結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、『
廃

棄
物
減
量
等
推
進
員
（
以
下
推

進
員
）』
を
任
命
し
、
地
域
に
お

け
る
環
境
美
化
や
ご
み
の
適
正

排
出
・
減
量
化
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、　

町
内
会
か
ら
推

３９

薦
を
受
け
た
 １
３
６
名
が
市

か
ら
委
嘱
状
の
交
付
を
受
け
推

進
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご

み
処
理
に
関
す
る
情
報
提
供
や

住
民
へ
の
助
言
・
指
導
を
期
待

す
る
と
と
も
に
、
行
政
側
も
推

進
員
か
ら
頂
い
た
情
報
や
助
言

に
迅
速
に
対
応
し
て
、
地
域
一

体
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
ご
み
処
理
に
関
し
て
は
、
市

民
・
事
業
者
・
行
政

が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
推
進
員
の
取

り
組
み
に
ご
理
解

を
頂
き
、
環
境
美

化
や
ご
み
減
量
・
適

正
排
出
に
是
非
取

り
組
ん
で
下
さ
い
ま
す
様
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
市
衛
生
課
環

境
維
持
巡
回
グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
１
８
１

　
稚
内
大
谷
高
等
学
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
及
び
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
で
は
、
地
球
環

境
の
改
善
に
役
立
て
る
と
と
も

に
、
難
病
で
苦
し
む
世
界
の
子

ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
贈
り
、

命
を
救
う
た
め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
キ
ャ
ッ
プ
回
収
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
世
界
の
子
ど
も
と
地
球
の
未

来
の
た
め
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
の
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
回
収
ポ
ス
ト
は
、
次
の
施
設

に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
一

度
す
す
ぎ
、
シ
ー
ル
な
ど
を
剥

が
し
て
、
回
収
ポ
ス
ト
に
入
れ

て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
稚
内
大
谷
高
等

学
校

　
緯
２
３
―
４
３
７
８

今日は
資源ごみの日

白色トレイ
容器包装プラ

ペットボトル

金属ごみ

●
回
収
ポ
ス
ト
設
置
施
設

少
年
自
然
の
家
、
稚
内
温
泉

「
童
夢
」、
青
少
年
科
学
館
、
ノ

シ
ャ
ッ
プ
寒
流
水
族
館
、
北
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
青
少

年
会
館
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

市
役
所
、
市
立
稚
内
病
院
、
市

立
こ
ま
ど
り
病
院
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
港
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、
消
防
署
、
総
合
勤
労
者

会
館
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
、

市
立
図
書
館
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、

宗
谷
合
同
庁
舎
、
道
立
宗
谷
ふ

れ
あ
い
公
園
、
稚
内
地
方
合
同

庁
舎
、
市
内
体
育
施
設
、
各
地

区
活
動
拠
点
セ
ン
タ
ー

「
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員

「
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
」」
が
活
躍
し
て
い
ま
す
！

が
活
躍
し
て
い
ま
す
！

「
明
日
の
未
来
の
た
め
に

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
i
n
稚
内
」
へ

「
明
日
の
未
来
の
た
め
に
　
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
i
n
稚
内
」
へ
のの

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
すす

←
これが

「プラマーク」

です。

一度すすぎ、シールをはがし一度すすぎ、シールをはがしてて

回収ボックスに入れてくださ回収ボックスに入れてくださいい

キャップ ８００キャップ　８００個個

＝＝

１人分のポリオワクチ１人分のポリオワクチンン

推進員は、黄色の帽子とオレ推進員は、黄色の帽子とオレンン

ジ色のベストを着用していまジ色のベストを着用していますす
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担当課会　場日　時行　事　名

消防本部

総務課

　稚内霊苑内

　慰霊碑前

　8月14日（木）

　午前10時～
消 防 殉 職 者 ・ 功 労 者 慰 霊 祭

社会福祉課
文化センター

小ホール

　8月15日（金）

　午前11時45分～
稚 内 市 戦 没 者 追 悼 式

総務課宗谷岬平和公園
　8月15日（金）

　午前11時55分～

世界平和の鐘「終戦記念日」

　　　　　　　　平和祈念鐘打式

総務課
文化センター

小ホール

　8月20日（水）

　午前10時～

第46回氷雪の門・

　九人の乙女の碑平和祈念祭

総務課宗谷岬平和公園
　8月20日（水）

　午前11時55分～

世界平和の鐘「氷雪の門・九人の乙女の

碑」平和祈念鐘打式

宗谷支所宗谷公園
　8月29日（金）

　午後4時～

会津藩北方警備２００周年記念

旧藩士慰霊祭・宗谷地区戦没者慰霊祭

社会教育課

総務課
宗谷岬平和公園

　9月1日（月）

　午後2時30分～

稚内市子育て運動３０周年・世界平和の鐘設置２０周年

第２１回稚内市子育て平和の日記念式典

「子育て平和の日・大韓航空機遭難慰霊の日」

平和祈念鐘打式

社会教育課声問海岸
　9月1日（月）

　午後6時～
稚 内 市 平 和 祈 念 の 灯

慰
霊
祭
等
の
お
知
ら
せ

　
本
市
で
は
、
毎
年
8
月
中
旬

か
ら
９
月
に
か
け
て
、
今
日
の

発
展
の
礎
と
な
っ
た
先
人
た
ち

を
偲
ぶ
慰
霊
祭
や
、
平
和
運
動

を
よ
り
発
展
さ
せ
、
恒
久
の
平

和
を
祈
願
す
る
行
事
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
大
勢
の
市
民
の
皆
様
の
ご
参

列
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（表１）　　

新たな軽減対策対象になる方

　均等割額が8.5割軽減

　になります。
⇒

　今年度の均等割額が７割軽減

　されている方

　所得割額が５割軽減

　になります。
⇒

「賦課のもととなる所得金額」※１

が58万円以下の方

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
通
称
・
長
寿
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
通
称
・
長
寿
医
療
制
度
））

の
一
部
見
直

　
の
一
部
見
直
しし

　
政
府
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
（
通
称
・
長
寿
医
療
制
度
）

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
一
部

の
見
直
し
を
決
め
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
　
年
度
の
保
険

20

料
の
軽
減
割
合
を
拡

大
し
ま
す

　
所
得
の
低
い
世
帯
の
方
で
、

（
表
１
）
に
該
当
す
る
方
は
、
平

成
　
年
度
に
お
い
て
新
た
に
次

20
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

通
知
書
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。

・
改
め
て
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
対
象
に
な
る
方
は
、
改
め
て

減
額
後
の
保
険
料
の
お
知
ら
せ

を
送
付
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方
を

変
更
で
き
ま
す

　
保
険
料
が
年
金
か
ら
差
し
引

か
れ
て
い
る
方
で
、（
表
２
）
の

ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（表２）　　　　　

対象になる方

国民健康保険の保険料（税）を確実に納付して

いた方（本人）が口座振替で納める場合

年金収入が１８０万円未満の方で、本人以外の世

帯主または配偶者が口座振替で納める場合

・
８
月
　
日
ま
で
に
お
申
し
出

２０

い
た
だ
い
た
場
合
、　

月
に
振

１０

り
込
ま
れ
る
年
金
か
ら
保
険
料

の
差
し
引
き
を
中
止
し
ま
す
。

・
口
座
振
替
を
開
始
す
る
月
は
、

お
申
し
込
み
の
時
期
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

被
用
者
保
険
※
２

の
被

扶
養
者
だ
っ
た
方
へ

　
被
用
者
保
険
※
２
の
被
扶
養

者
だ
っ
た
方
は
、
年
間
の
保
険

料
の
額
が
２
，
１
０
０
円
以
下

に
な
り
ま
す
。
２
，
１
０
０
円

以
下
に
軽
減
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
被
扶
養
者
だ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で

す
が
市
総
合
窓
口
課
へ
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
２
被
用
者
保
険
と
は

　
政
府
管
掌
健
康
保
険
や
組
合

管
掌
健
康
保
険
、
共
済
組
合
な

ど
の
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
健
康
保
険
の
こ
と
で
、
市
町

村
の
国
民
健
康
保
険
や
国
民
健

康
保
険
組
合
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
☎
０
１
１
―
２
９
０

―
５
６
０
１

市
総
合
窓
口
課
医
療
給
付
グ

ル
ー
プ
☎
２
３
―
６
４
１
１

・
納
め
方
の
変
更
を
お
申
し
出

い
た
だ
い
た
場
合
、
年
金
か
ら

の
保
険
料
の
差
し
引
き
を
中
止

し
ま
す
。
お
申
し
出
の
時
期
に

よ
り
、
年
金
か
ら
の
差
し
引
き

を
中
止
す
る
月
は
異
な
り
ま
す
。

※
1
「
賦
課
の
も
と
と
な
る
所

得
金
額
」
は
、
保
険
料
額
決
定

 会
津
藩
北
方
警
備
２
０
０
周
年
記
念
 事
業
へ
参
加
  

　
～
会
津
若
松
市
と
こ
れ
か
ら
の
交
流
を
確
認
～

　
先
月
４
日
、
福
島
県
会
津
若

松
市
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
た

「
会
津
藩
北
方
警
備
２
０
０
周

年
記
念
事
業
」
に
利
尻
町
、
利

尻
富
士
町
、
そ
し
て
本
市
が
会

津
藩
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
参
加

い
た
し
ま
し
た
。

　
当
地
域
に
お
い
て
は
、
津
軽

藩
、
秋
田
藩
そ
し
て
会
津
藩
の

藩
士
た
ち
が
北
の
防
備
に
あ

た
っ
て
い
た
も
の
で
、
ロ
シ
ア

の
南
下
を
監
視
す
る
た
め
に
宗

谷
の
防
備
は
歴
史
的
に
重
要
な

出
来
事
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
縁
か
ら
会
津
若
松

市
に
訪
問
が
実
現
し
、
歴
史
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
本
市
か
ら

横
田
市
長
と
郷
土
史
研
究
家
の

大
橋
幸
男
さ
ん
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
出
席
し
て
き
ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
出
席

し
た
各
地
域
の
首
長
か
ら
会
津

地
域
の
印
象
や
北
方
警
備
の
歴

史
認
識
に
つ
い
て
発
言
が
行
わ

れ
、
今
後
の
地
域
間
交
流
の
促

進
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
市
の
大
橋
郷
土
史

研
究
家
か
ら
、
当
時
の
日
露
関

係
と
幕
府
の
外
交
政
策
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
加
え
ら
れ
、
熱

の
こ
も
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
稚
内
市
・

会
津
若
松
市
・
利
尻
町
・
利
尻

富
士
町
の
２
市
２
町
に
よ
る

「
会
津
藩
北
方
警
備
ゆ
か
り
の

地
交
流
都
市
共
同
宣
言
」
の
調

印
が
行
わ
れ
、
互
い
に
協
力
し

合
っ
て
地
域
の
振
興
を
図
る
こ

れ
か
ら
の
交
流
促
進
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
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藤
田
征
樹
選
手

藤
田
征
樹
選
手
！！

北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
クク

出
場
お
め
で
と

出
場
お
め
で
と
うう

　
今
年
９
月
、
中
国
の
北
京
で

開
催
さ
れ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
自
転
車
競
技
日
本
代
表
と
し

て
出
場
す
る
、
稚
内
出
身
の
藤

田
征
樹
選
手
（
　
歳
）
の
市
民

２３

激
励
会
が
実
行
委
員
会
の
主
催

に
よ
り
市
内
の
ホ
テ
ル
で
市
民

や
関
係
者
約
３
１
０
人
が
激
励

に
駆
け
つ
け
る
中
、
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
秋
元
正
智
実
行
委
員
長
か
ら

は
、「
本
人
の
努
力
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
両
親
や
兄
弟
、
そ

し
て
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
こ

こ
ま
で
き
た
藤
田
君
は
私
た
ち

市
民
の
誇
り
で
す
」
と
、
力
強

い
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
横
田
市
長
か
ら
は
、「
市

民
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

藤
田
君
に
は
、
是
非
メ
ダ
ル
を

取
っ
て
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
喜
び
た
い
」
と
、

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
藤
田
選
手
と
日
本
自
転
車
普

及
協
会
の
仕
事
で
本
市
を
訪
れ

て
い
る
、
世
界
自
転
車
選
手
権

　
連
覇
の
中
野
浩
一
氏
も
激
励

１０会
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
、

藤
田
選
手
に
つ
い
て
、「
私
が

持
つ
現
役
時
代
の
３
０
０
０

メ
ー
ト
ル
個
人
追
い
抜
き
の
ベ

ス
ト
タ
イ
ム
よ
り
も
早
い
の
で
、

自
己
ベ
ス
ト
の
走
り
を
見
せ
れ

ば
金
メ
ダ
ル
も
狙
え
る
」

と
、
激
励
の
エ
ー
ル
が
送

れ
ま
し
た
。

　
藤
田
選
手
は
、
大
学
時

代
に
不
幸
に
も
事
故
で
両

足
を
切
断
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
自
転
車
競
技
と

出
会
い
、
本
格
的
に
練
習

に
取
組
ん
だ
結
果
、
持
前

の
精
神
力
と
頑
張
り
で
世
界
的

な
大
会
で
数
々
の
メ
ダ
ル
を
獲

得
す
る
ま
で
に
活
躍
し
、
見
事
、

２
０
０
８
年
北
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
自
転
車
競
技
日
本
代
表

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
す
る
藤
田
選
手
か
ら
は
、

「
レ
ー
ス
で
は
大
変
厳
し
い
戦

い
と
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
大

勢
の
市
民
の
方
々
や
関
係
者
の

皆
さ
ん
の
応
援
に
、
自
己
ベ
ス

ト
を
出
し
て
結
果
を
出
す
こ
と

が
私
の
仕
事
で
す
」
と
、
会
場

に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
に
お
礼
と

決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
藤
田
選
手
が
出
場
す
る
予
定

の
競
技
種
目
は
、
ト
ラ
ッ
ク
競

技
と
ロ
ー
ド
競
技
の
４
種
目
で

す
の
で
、
市
民
み
ん
な
で
自
転

車
競
技
を
テ
レ
ビ
観
戦
し
て

「
藤
田
征
樹
」
選
手
に
声
援
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

●
ト
ラ
ッ
ク
競
技

　
９
月
７
日
（
日
）

１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル

　
９
月
９
日
（
火
）

３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
個
人
追
い

抜
き

●
ロ
ー
ド
競
技

　
９
月
　
日
（
金
）

１２

ロ
ー
ド
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
距

離
　
．
８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

２４
　
９
月
　
日
（
土
）

１３

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
距
離
　
．
５
キ

６０

ロ
メ
ー
ト
ル

 出
場
種
目
の
日
程

藤田征樹選手のプロフィー藤田征樹選手のプロフィールル
　1985年（昭和60年）稚内市生まれの現在23歳、稚内港小学校～稚内南中学校～稚内高等学校を卒業

後、東海大学へ進学。高校時代は陸上競技を行い、大学に入ってトライアスロンに取組む。　

　大学2年の時に交通事故に遭い両足を切断、義足となる。その後、現在の自転車競技と出会い、本格

的に取組み僅か1年ほどの間で障害者の世界的な大会で金メダルを獲得するなど活躍し、今回の北京

パラリンピック自転車競技日本代表選手として出場の夢を果たしました。パラリンピック自転車競

技では、日本のホープとしてメダル獲得に大きな期待が寄せられています。

母校港小学校でのふれ合母校港小学校でのふれ合いい

優勝のアメリカン大陸選手優勝のアメリカン大陸選手権権

め
ざ
め
ざ
せせ
金金
！！

市制６０周年記念・稚内市子育て運動30周年記念・稚内市連合PTA創立60周年記念

学びと感動の二大事業学びと感動の二大事業！！
 教　育 

講 演 会

わらび座

ミュージ

カル

●各地区日時・場所

　北地区　 9月1日 18：30～　　　　宗谷地区  9月3日 13：30～　　 

　　　　　　 総合福祉センター　　　　　　　　　　宗谷中学校

　南地区     9月4日 19：00～　　　  天北地区  9月4日 13：30～　

　　　　     南小学校　　　　　　　　　　      天北小中学校　

　東部地区  9月6日 19：00～　　     西地区 　 9月6日 13：00～　

　　　　     北星学園大学　　　　　　　　      下勇知小中学校

尾木先生がやってくる

「テレビ寺子屋」など、数多くのテレビ番組に

出演。また、全国各地で講演会活動を展開。

【現　在】

□教育評論家・臨床教育研究所「虹」所長

□早稲田大学大学院研究科客員教授尾木 直樹　氏

主催／稚内市子育て推進協議会・稚内市連合父母と先生の会

火の火の鳥鳥
鳳
凰
編

■ 日　時　9月2日（火）午後6時30分開場

　　　　　                     午後7時開演

■ 場　所　総合文化センター大ホール

■ 料　金　大人 3，000円　高校生 1，000円

◆小(5年生以上）中学生は、子育て30周年を記念し、

　2・3日は無料鑑賞に招待します。

◆チケットは、各学校・文化センター・フナヤマ中央

　店・FUNフナヤマ・ユアーズ・西條稚内店・白金堂

　で扱っております。

◆手塚治虫氏が残した不滅のライフワークといわれ

　る火の鳥（鳳凰編）をわらび座がミュージカル化。

　昼は小中学生の無料鑑賞、夜は一般公演が行われ

　ます。是非一流のミュージカルをご鑑賞下さい。

主催／稚内市子育て運動30周年記念事業実行委員会・稚内市

　　　連合父母と先生の会・稚内市文化事業振興協議会

テレビでおなじみの

昨年に続いて教育評論家尾木先生を招い

ての「子育て学び合い」の講演会を地域ご

とに開催します。

生と死と輝きの物語

問い合わせ／市社会教育課　☎0162－23－6520
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 受
け
よ
う
供
が
ん
検
診
僑

　
　
　
　
　
元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
に

　
が
ん
は
現
在
日
本
人
の
死
因
第
１
位
で
あ
り
、
約
３
分

の
１
の
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
で
命
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
大
切
な
の
は
、
早
期

発
見
・
治
療
で
す
。
が
ん
は
糖
尿
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
な
ど
と
同
じ
生
活
習
慣
病
で
す
。
普
段
の
生
活
を
工

夫
す
る
こ
と
で
、
が
ん
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

がん検診は、症状がない元気な時にこそ受けましょうがん検診は、症状がない元気な時にこそ受けましょう！！

がんは、症状が出てから発見しても進行していることが多いです。

・気になる症状がある場合は、検診を待たずに専門医に受診しましょう。

・すでに病院で治療中の方、明らかに疾患のある方は、病院できちんと経過を見てください。

　（その場合、がん検診を利用する必要はありません。）

がん検診の結果が出たら・・・

がん検診は「がんがある」「がん

がない」という結果がわかるまで

のすべての過程が大切です。

途中で精密検査を受けなかった

り、がんと診断されて治療を受け

なかったりすると、がん検診の効

果はなくなってしまいます。

　　　　がん予防新６か条

　たばこには、どんなに他のことで健康を気遣っていて

も、たばこを吸っているだけですべてが台無しになるほど

の害があります！たばこは吸わない。他人のたばこの煙

を可能な限り避けるようにしましょう。

　飲むならお酒はビール大瓶１本、日本酒なら１合、焼酎なら１合の

3分の2まで！

　毎日合計60分程度の歩行などの適度な運動、週に1回程度は汗をか

くような運動が必要です。

（厚生労働科学第3次対がん10か年総合戦略研究事業「生活習慣改善に

よるがん予防法の開発と評価」より引用）

　1度はＢ・Ｃ型肝炎検査を受け、感染していないか確認を！性感染症

の一種ＨＰＶウイルス（子宮がんの原因）の感染を予防しましょう。

「ストップたばこ、命を守る」
―たばこを吸う私も、私のそばにいるあなたも―

　ご存知ですか？北海道は喫煙率日本一ですが、その北海道

の中でも宗谷地方は喫煙率が高いと言われています。

　【宗谷地方喫煙率 】男性46.0％、女性19.0％

　【北海道平均喫煙率】男性44.8％、女性12.1％

（平成16年度健康作り道民意識調査・宗谷健康プラン21より引用）

★保健福祉センターでは、禁煙の相談を承っております。

　お気軽にご相談ください。

心配な症状があるので、

がん検診を受けることに

しました。

どちらもレッドカードですよ概

が

ん

検

が

ん

検

診診

 

異異常常

あありり

精精密密

検検査査
がん 治療

次回の
検　診

異常なし
または

良性の病変異常

なし

禁煙の効禁煙の効果果

血圧が正常にな血圧が正常になるる

血液中の酸素濃度が正常にな血液中の酸素濃度が正常になるる

心筋梗塞のリスクが減心筋梗塞のリスクが減るる

味覚、嗅覚が回復し始め味覚、嗅覚が回復し始めるる

循環機能が改善。歩行が楽にな循環機能が改善。歩行が楽になるる

咳、疲労、息切れが改善す咳、疲労、息切れが改善するる

肺がんのリクスが半分に減肺がんのリクスが半分に減るる

肺がんのリスクが非喫煙者と同程度にな肺がんのリスクが非喫煙者と同程度になるる

20分

2週間～3か月

8時間

24時間

48時間

10年

1～9か月

5年

何も症状がないから、

がん検診は受けないよ概

その１　タバコは最大の危険因子 

その２　お酒もやっぱり危険因子

その３　野菜と果物を多く食べ、肉類と

　　　　塩分を控えめにしましょう

その４　体を動かそう！

その５　肥満に気をつけよう！

その６　肝炎ウイルス・ＨＰＶウイルス等の感染に注意

精
密
検
査
に

行
っ
て
く
る
わ
概
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

任期：平成２０年４月～平成２２年３月

　現在、稚内市では各町内会長から推薦を受けた１０９名

の保健推進委員が活動しています。地区の赤ちゃんから

お年寄りまで、より健康で明るい生活を送れるようお手

伝いする、市と皆さんのパイプ役です。

　私たち保健推進委員は自分の健康、家族の健康、さら

に地域の健康づくりにつとめます。

★健康に関する講演会、各種健診のお知らせとお誘いをし

ます。

★病気の予防、健康増進を目的とした学習会、各種講習会

へのお誘い。

★推進員は、他市町村で行う健康に関する大会にも出来る

だけ参加し、自らを高め、活動の充実をはかります。

★町内会と協力して、保健学級などを開きます。

★けんこうライフ「ななかまど」を発行します。

氏名町内会名氏名町内会名氏名町内会名氏名町内会名
天 野 ト ミ ヱ坂の下為 安 美 智 子南六恒 石 信 子大黒二浅 利 ト ヨ 子はまなす
佐 藤 美 恵 子抜海加 藤 和 代南五佐 藤 良 子佐 藤 良 子
大 野 祥 江クトネベツ北 川 静 子南四小 林 タ ケ 代大黒一高 松 時 枝●富岡
原 田 良 子◇上勇知瀬 戸 明 美熊 澤 英 子櫻 井 若 子
中 野 春 美下勇知毛 利 多 恵 子南二道 谷 愛 子末広今　 勝 子
堀　 恵 子夕来伊 藤 智 子南一川 村 千 壽 子●樺緑一湊　 重 子
本 田 萬 知 子更喜苫内相 澤 奈 奈 子中央高 橋 と み 子緑第二古 川 章 子
西 澤 伊 志 子声問俵　 浩 二北一松 原 征 子◇樺田 原 加 代 子◇樺萩見
矢 部 洋 子佐 久 間 朋 子北二岡　 キ エ 子船 見 ヤ ス 子
金 谷 い わ 子恵北中 川 文 子北三佐 藤 千 代 恵さくらヶ丘罟 谷 冴 子
小 林 菜 穂 子樺岡郷 地　 盈北四山 田 ト モ 子大 泉 マ サ 子
清 水 洋 子◇沼川松 田 重 子釜 口 英 子胸樺こまどり大 橋 美 子
吉 田 亜 紀 子川西竹 内 佳 代 子北五宮 田 美 子木 村 斉 子朝日
田 頭 美 智 子曙横 山 久 子北栄三 浦 あ き 子ひかり梅 津 由 美 子
濱 本 恵 子川南福 田 洋 子北七年 代 三 和 子魚 住 キ ヨ
吉 田 友 子豊別武 田 春 美村 上 和 子大 本 由 紀 子仲好
菅 原 あ ず み天興高 橋 惠 子日吉今 野 静 子佐 藤 ふ み 子
植 村 由 美 子上声問米 上 タ ツ ヱ山 村 節 子ひばり福 井 ま ゆ み潮見第二
遠 藤 悦 子曲渕戸 嶋 幸 子恵比須東　 美 枝 子加 地 久 美 子
鈴 木 良 子富磯成 田 初 江早 坂 八 重◇奥 瀬 初 恵
島 田 由 紀 子宗谷正 木 文 子稚恵堀 江 き み 子手 島 洋 子
成 田 富 美 子第一清浜佐 藤 栄 子寺 澤　 悦越後谷まり子潮見一
大 越 泰 子第二清浜加 藤 次 子今恵和 田 ミ チ コ半 澤 芳 子
寒川井美智子◇宗谷岬前 川 惠 子田 中 静 子清 水 佳 代 子
冨 澤 真 紀 子東浦深 道 昌 子ノシャップ尾 田 幸 子緑ヶ丘浦 野 睦 美

胸会長児 玉 敏 子富士見山 岸 敏 子港五吉 田 宣 子大黒三

●副会長仙 葉 玲 子豊浜佐 藤 モ ヨ早 川 京 子

◇幹事　　樺ななかまど編集員玉 川 悌 子◇又留内高 坂 ひ ろ 子南六田 代 ト メ

【材料・２人分】

茄子・・・3個(240g)　　    生椎茸・・・2枚(30g)

豚肩ロース・・・60g　      生姜・・・10g

人参・・・1/4本　              油又はオリーブオイル・・小さじ1

ピーマン・・・2個　　　           酢・・・大さじ3

赤ピーマン・・・1/2個　 　    　砂糖・水・・・ 各大さじ2

黄ピーマン・・・1/2個　           酒・・・大さじ１

玉ネギ・・・1/4個(60g位)          塩・・・小さじ1/2

【作り方】
①茄子はへたを切って１.５センチ角に切り、薄い塩水にさらして水気を拭く。
②豚肉は一口大に切り、酒小々をからめておく。生姜はみじん切りにする。
③人参・生生姜・ピーマン３種類・玉ネギは茄子同様に切る。
④甘酢たれの材料を混ぜ合わせる。
⑤フライパンに油をひき、生姜を入れて熱する。肉を加えて炒め、しっ
かり火を通し、人参を加えてやわらかくなったら玉ネギを加え、更に
茄子を加えて火が通ったら、３種類のピーマンと生椎茸を加え、甘酢
たれをからめて炒める。

※ピーマンがダメな人は、いんげん・アスパラ・南瓜などでもよい。

旬の茄子とそれをひきたててくれる肉、一緒に調理
する事で、肉のこくとうまみを茄子がしっかり吸い
込み、相性ばっちりです。また、色の濃い野菜は、

体の源を元気にしてくれ、免疫力を高めます。さら
に豚肉にはビタミンＢ１が豊富で、疲労回復にも
もってこい。コロコロ野菜で元気な体！

カラフル甘酢炒め

委委員員ここんんににちちはは！！保保健健推推進進 でで
すす

―しっかり食べて、体いきいき―

兼
牽
献
験

甘
酢
た
れ
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す
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に
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だ
け
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※
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し
出
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に
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を
中
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す
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は
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な
り
ま
す
。

※
８
月
　
日
ま
で
に
お
申
し
出

２０

い
た
だ
い
た
場
合
、　

月
支

１０

給
の
年
金
か
ら
の
保
険
税
の

差
し
引
き
を
中
止
し
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
開
始
す
る
月
は
、

申
込
み
時
期
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
市
総
合
窓
口
課

保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
４
１
０

国
民
健
康
保
険
税
の
お
支
払
い
方
法

国
民
健
康
保
険
税
の
お
支
払
い
方
法
をを
変
更
変
更
で
き
ま
す

で
き
ま
す

敬老祝品・祝金を贈呈しま敬老祝品・祝金を贈呈しますす
　次の方を対象に敬老祝品・祝金を贈呈します。

贈呈方法金額対象

各町内会を通じて祝

品を贈呈します

今年度70歳になる方

（昭和13年4月1日～

　　昭和14年3月31日生まれの方）

敬
老
祝
品

9月に民生児童委員

を通じて祝金を贈呈

します

2万円

今年度77歳になる方

（昭和6年4月1日～

　　昭和7年3月31日生まれの方）

敬
老
祝
金

3万円

今年度88歳になる方

（大正9年4月1日～

　　大正10年3月31日生まれの方）

市長が直接祝金を

贈呈する予定です
10万円

今年度100歳になる方

（明治41年4月1日～

　　明治42年3月31日生まれの方）

問い合わせ／市介護高齢課介護高齢グループ緯23―6458

　
稚
内
・
利
尻
・
礼
文
観
光
最

盛
期
を
む
か
え
ど
こ
の
ス
ポ
ッ

ト
も
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ま
で

賑
わ
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
良
く
見
れ
ば
元
気

な
中
高
年
は
た
く
さ
ん
い
る
の

だ
が
、
若
い
人
た
ち
は
少
な
い
。

特
に
学
生
の
姿
を
見
か
け
な
い
。

　
観
光
客
で
あ
ふ
れ
返
っ
て
い

た
時
は
、「
何
で
も
見
て
や
ろ

う
」
型
の
カ
ニ
族
と
い
わ
れ
る

リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
若
い
観

光
客
が
ど
こ
で
も
幅
を
利
か
せ

て
い
た
。

　
若
い
人
た
ち
は
一
体
ど
こ
へ

行
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
？

大
学
教
授
に
お
聞
き
し
て
も
答

え
は
「
？
」。
海
外
旅
行
に
も

行
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

　
観
光
の
主
役
、
中
高
年
の
リ

ピ
ー
タ
ー
は
昔
の
カ
ニ
族
時
代

を
懐
か
し
ん
で
元
気
に
旅
行
を

し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
若
い

世
代
の
市
場
開
拓
を
し
な
い
と

本
当
に
宗
谷
観
光
は
壊
滅
的
状

態
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
、

危
機
感
さ
え
覚
え
る
。

　
若
い
人
た
ち
を
ど
う
引
っ
張

り
込
む
か
。
宗
谷
観
光
の
魅
力

を
ど
う
や
っ
て
発
信
す
る
か
。

こ
れ
が
大
き
な
課
題
だ
が
、
こ

こ
は
マ
ー
ケ
ッ
タ
ー
の
腕
の
見

せ
所
だ
。

　
自
然
と
食
は
売
り
で
は
あ
る

が
、
北
海
道
共
通
ブ
ラ
ン
ド
。

売
り
も
の
を
何
に
求
め
る
か
。

　
ひ
と
つ
は
離
島
感
動
体
験
に

尽
き
る
し
、
ふ
た
つ
目
は
、
旅

行
の
格
好
良
さ
だ
と
思
う
。

　
若
い
人
た
ち
は
テ
レ
ビ
系
メ

デ
ィ
ア
の
影
響
を
受
け
や
す
い
。

　
例
え
ば
、「
お
ね
ー
マ
ン
ズ
」

Ｉ
ｋ
ｋ
ｏ
さ
ん
が
行
っ
た
週
末

弾
丸
ツ
ア
ー
利
尻
礼
文
０
泊
３

日
の
旅
な
ん
て
や
つ
だ
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
ツ
ア
ー
の

企
画
提
案
に
わ
た
く
し
地
域
再

生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
河
瀬
悟
郎

も
関
わ
っ
て
い
て
、
地
域
の
交

通
関
連
事
業
者
や
観
光
関
係
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
実

現
し
た
。

　
０
泊
３
日
特
急
日
本
の
て
っ

ぺ
ん
ツ
ア
ー
の
売
れ
行
き
は
順

調
で
、
札
幌
か
ら
の
深
夜
都
市

間
バ
ス
を
往
復
利
用
す
る
の
が

ミ
ソ
。
手
軽
に
お
安
く
（
札
幌

発
で
１
５
，
８
０
０
円
）
一
人

で
も
行
け
る
と
こ
ろ
が
売
り
だ
。

　
本
州
方
面
か
ら
の
飛
行
機
を

組
み
合
わ
せ
て
、
東
京
、
大
阪

発
の
ツ
ア
ー
も
既
に
発
売
済
。

　
九
州
・
福
岡
発
０
泊
３
日
弾

丸
ツ
ア
ー
も
あ
る
の
は
驚
き
だ
。

　
利
尻
礼
文
２
島
で
の
定
期
観

光
バ
ス
に
も
一
人
で
乗
車
し
て

参
加
で
き
る
ほ
か
に
、
夕
方
の

利
尻
島
か
ら
の
フ
ェ
リ
ー
到
着

後
の
深
夜
バ
ス
出
発
（
復
路
）

ま
で
の
約
５
時
間
、「
稚
内
で

の
フ
リ
ー
タ
イ
ム
」
を
楽
し
む

こ
と
が
可
能
だ
。
副
港
市
場
で

の
夕
食
や
お
買
い
も
の
、
時
間

が
あ
れ
ば
「
港
の
ゆ
」
の
露
天

風
呂
で
寛
ぐ
こ
と
を
お
勧
め
し

て
い
る
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
個

人
型
市
場
へ
の
ツ
ア
ー
商
品
の

取
り
組
み
開
始
だ
。

　
今
ま
で
高
価
で
簡
単
に
行
け

な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
こ
ん
な
に

簡
単
に
行
け
る
。
こ
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
的
感
動
も
売
り
に

で
き
る
。「
エ
ッ
！
本
当
？
嘘

で
し
ょ
う
？
」
が
実
現
し
た
。

　
８
月
３
日
か
ら
２
泊
５
日
で

東
京
・
早
稲
田
大
学
の
学
生
８

人
が
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

入
っ
て
来
る
。
勿
論
、
往
復
と

も
深
夜
都
市
間
バ
ス
を
利
用
し

て
の
弾
丸
型
だ
。

　
テ
ー
マ
は
「
宗
谷
に
若
い
観

光
客
は
な
ぜ
来
な
い
？
」。
学

生
が
自
ら
体
験
し
、
こ
の
地
域

を
調
査
・
分
析
。
若
者
ら
し
い

感
性
と
立
場
で
問
題
解
決
し
て

も
ら
い
、
観
光
再
生
の
チ
ャ
ン

ス
を
広
げ
る
つ
も
り
だ
。

ゴ
ロ
ー
ニ
ャ
の
感
動
体
験
観
光
へ
G
O
！

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
の
状

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
の
状
況況

　
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、

道
内
唯
一
の
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
レ
ラ
カ
ム
イ

北
海
道
」
が
本
市
を
訪
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
大
学
や
実
業
団

の
ク
ラ
ブ
も
合
宿
を
行
い
ま
す

が
、
今
後
も
関
係
団
体
と
協
力

し
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の

誘
致
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
合
宿
中
の
一
般

見
学
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
日
程
は
未
定
）

昨年のレラカムイ北海道練習風昨年のレラカムイ北海道練習風景景

稚内フリータイムのお勧めスポッ稚内フリータイムのお勧めスポットト

問
い
合
わ
せ
／
稚
内
市
体
育
協

会
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）

☎
２
８
―
１
１
１
１

練習会場合宿人数チーム名（種目）合宿日程

総合体育館

１Fアリーナ

２０人

（選手・スタッフ）

レラカムイ北海道

（バスケットボール）
８月11日～16日

北星学園大学

体育館

１５人

（選手・スタッフ）

  札幌大学

男子バレーボール部
９月12日～15日

総合体育館

２F体育室

９人

（選手・スタッフ）
日産自動車卓球部９月16日～23日

総合体育館

１Fアリーナ

２０人

（選手・スタッフ）

 札幌大学

男子バスケットボール部
３月下旬予定

平成２０年度の稚内合宿予定一覧
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●
船
舶
等
の
燃
料
油
盗
難
の

連
続
発
生

　
６
月
　
日
か
ら
７
月
１
日

１７

に
か
け
て
、
抜
海
及
び
宗
谷

岬
の
漁
港
で
、
６
月
　
日
か

２４

ら
７
月
３
日
に
か
け
て
、
猿

払
村
知
来
別
漁
港
で
、
７
月

７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、

猿
払
村
浜
猿
払
村
漁
港
で
、

混
合
油
在
中
の
燃
料
タ
ン
ク

が
盗
ま
れ
ま
し
た
。

　
７
月
４
日
か
ら
７
月
７
日

に
か
け
て
、
西
浜
で
大
型
車

両
か
ら
軽
油
が
抜
き
取
ら
れ

ま
し
た
。

※
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
に

　
よ
る
も
の
か
、
稚
内
警
察

　
署
管
内
で
は
５
月
末
か
ら

　
漁
港
に
お
け
る
燃
料
盗
難

　
が
連
続
し
て
発
生
し
て
い

　
ま
す
。
管
理
者
の
方
は
燃

　
料
タ
ン
ク
の
管
理
を
徹
底

　
し
、
盗
難
防
止
に
努
め
て

　
く
だ
さ
い
。

●
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意

　
６
月
　
日
、
市
内
に
お
い

３０

て
、
社
会
保
険
事
務
局
を
名

乗
る
者
か
ら
「
過
払
い
保
険

料
の
払
い
戻
し
が
あ
る
」
等

と
の
不
審
な
電
話
が
あ
り
ま

し
た
。

●
器
物
損
壊
事
件
発
生

　
７
月
７
日
、
栄
１
丁
目
で

投
石
に
よ
っ
て
窓
ガ
ラ
ス
が

割
ら
れ
る
器
物
損
壊
事
件
が

発
生
し
ま
し
た
。

▼
ほ
く
と
く
ん
防
犯
メ
ー
ル

の
登
録
に
つ
い
て

　
稚
内
警
察
署
で
は
、
電
子

メ
ー
ル
に
て
犯
罪
発
生
情
報

等
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
配
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
登
録

を
！

※
登
録
は
北
海
道
警
察
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTVVVVVVVVVVVVVVVVVVVVでででででででででででででででででででで放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送STVで放送中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧鎧稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニュュュュュュュュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーーーーーーーー稚内市民ニューススススススススススススススススススススス
毎週土曜日　９時25分～

市内で行われたイベントや季節の話題などを紹介しています。

猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿ハハハハハハハハハハーーーーーーーーーートトトトトトトトトトフフフフフフフフフフルルルルルルルルルルわわわわわわわわわわっっっっっっっっっっかかかかかかかかかかななななななななななハートフルわっかないいいいいいいいいいい
　平日　８時２０分～
　土日　８時２０分～・１１時３０分～

猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気ハハハハハハハハハハツツツツツツツツツツララララララララララツツツツツツツツツツ稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚元気ハツラツ稚内内内内内内内内内内内
　毎週金曜日　14時～

猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政ふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれああああああああああいいいいいいいいいい通通通通通通通通通通市政ふれあい通信信信信信信信信信信信
　毎月第３日曜日　１０時～
　本放送後の金曜日　18時～(再放送)

猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿学学学学学学学学学学びびびびびびびびびびふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるささささささささささとととととととととと再再再再再再再再再再発発発発発発発発発発学びふるさと再発見見見見見見見見見見見
　毎週木曜日　14時～
　毎週日曜日　正午～(再放送)

※学びふるさと再発見と市政ふれあい通信は、ウェブラジオもやっています外

市のホームページにも役立つ情報がたくさんあります

www.city.wakkanai.hokkaido.jp

釧串FMわっぴー７６．１MHzでも市の情報を発信中

串釧

市民

カレンダー
暮らしに役立つ

●すくすく赤ちゃん教室
　(10：00 ～ 11：00)

●三種混合予防接種
　(13：00 ～ 13：45)

●なんで健康相談
　(13：00 ～ 15：00)

●乳幼児フッ化物塗布
　(13：00 ～ 16：00)

●マタニティ教室
　(10：00 ～ )

９㊋

８㊊

１６㊋

１５㊊8 月

各種検診等の会場は保健福祉センターです。

9 月

各種検診等の会場は保健福祉センターです。

●なんで健康相談
　(9：30 ～ 11：30)

●１歳児健康相談
　(10：00 ～ 10：45)
　(H19 年 8月 1日
　　　～ 8月 20 日生 )

●乳児健康相談
　(13：00 ～ 14：00)
　(H19 年 12 月 21 日
　～ H20 年 1月 10 日生 )

●マタニティ教室
　(13：00 ～ )

●特定高齢者いきいき
　健康運動教室
　(10：00 ～ 12：00)

●骨粗鬆症検診
　(9：30 ～ 15：15)

●三種混合予防接種
　(13：00 ～ 13：45)

●骨粗鬆症検診
　(9：30 ～ 15：15)

●骨粗鬆症検診
　(9：30 ～ 10：45)

●特定健康診査
　(9：00 ～ 11：00)
　(13：00 ～ 15：00)

●三種混合予防接種
　(13：00 ～ 13：45)

●パパ・ママ教室
　(10：00 ～ 12：00)

●胃・大腸・肺・
　前立腺がん検診
　(6：30 ～ 10：30)

●胃・大腸・肺・
　前立腺がん検診
　(6：30 ～ 10：30)

●胃・大腸・肺・
　前立腺がん検診
　(6：30 ～ 10：30)

●股関節脱臼検診
　(9：15 ～ 9：45)
　(H20 年 6月生 )

●乳児健診
　(12：30 ～ 13：45)
　(H20 年 5月 4日
　　　～ 6月 4日生 )

●特定高齢者いきいき
　健康運動教室
　(10：00 ～ 12：00)　

●特定高齢者いきいき
　健康運動教室
　(10：00 ～ 12：00)

●マタニティ教室
　(13：00 ～ )

●三種混合予防接種
　(13：00 ～ 13：45)

●マタニティ教室
　(13：00 ～ )

●特定健康診査
　(9：00 ～ 11：00)
　(13：00 ～ 15：00)

●特定健康診査
　(9：00 ～ 11：00)
　(13：00 ～ 15：00)

●３歳児健診
　(12：00 ～ 12：30)
　(H17 年 7月 10 日
　　　～ 7月 31 日生 )

●無料法律相談
　〔旭川弁護士会
　　　　　岡部　信之さん〕
　※要予約　市民生活課
　　　　　　(☎23-6413)

●１歳児健康相談
　(10：00 ～ 10：45)
　(H19 年 8月 21 日
　　　～ 9月 15 日生 )

●乳児健康相談
　(13：00 ～ 14：00)
　(H20 年 1月 11 日
　　　～ 2月 3日生 )

●稚内法律相談センター
　(有料・要予約
　　　　旭川弁護士会
　　☎0166-51-9527)

●１歳半児健診
　(11：15 ～ 11：45)
　(H19 年 1月 29 日
　　　～ 2月 23 日生 )

●特定高齢者いきいき
　健康運動教室
　(10：00 ～ 12：00)

1㊊

１０㊌

１１㊍

１２㊎

１３㊏

１４㊐

１７㊌

2㊋

3㊌

４㊍

５㊎

１８㊍

２５㊍

２６㊎

２７㊏

２８㊐

３０㊋

２９㊊

１９㊎

２０㊏

２１㊐

２２㊊

２４㊌

２３㊋

●なんでも健康相談
　(13：00 ～ 15：00)

１６㊏

１５㊎

●稚内法律相談センター
　(有料・要予約
　　　　旭川弁護士会
　　☎0166-51-9527)

●特定高齢者いきいき
　健康運動教室
　(10：00 ～ 12：00)　

●子宮がん検診
　(8：30 ～ 9：45)
　(12：30 ～ 13：45)

●股関節脱臼検診
　(9：15 ～ 9：45)
　(H20 年 5月生 )

●子宮がん検診
　(8：30 ～ 9：45)
　(12：30 ～ 13：45)

●特定高齢者いきいき
　健康運動教室
　(10：00 ～ 12：00)　

●三種混合予防接種
　(13：00 ～ 13：45)

●マタニティ教室
　(13：00 ～ )

●三種混合予防接種
　(13：00 ～ 13：45)

●乳児健診
　(12：30 ～ 13：45)
　(H20 年 4月 1日
　　　～ 5月 3日生 )

１７㊐

１８㊊

２５㊊

２６㊋

２７㊌

２８㊍

３０㊏

３1㊐

２９㊎

１９㊋

２０㊌

２１㊍

２２㊎

２３㊏

２４㊐

６㊏

７㊐

●各種検診などの
　　　　　問い合わせ
　保健福祉センタ－
☎２３－４０００

●介護保険相談
　(毎月第３土曜日 13：00 ～ 16：00)
　保健福祉センター１階　

    ☎２３－４５８６専
用

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

　
平
成
　
年
８
月
発
行

２０

　
　
　
　
　
稚
内
市
防
犯
協
会

　
　
　
　
　
稚

内

警
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７
月
の
交
通
事
故
発
生
状
況

(

 ７
月
　
日
現
在)

 

２５

件
数
５
（
 　
）
死
者
１
（
 １
）
傷
者
６
（
 　
）

４９

６３

　(

 　)

 内
は
今
年
の
累
計
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　7月20日（日）に、第46回北海道障害者スポーツ大会が稚内市と豊富町を会場に開催されました。稚内市で

は、車椅子バスケットボール、バスケットボール、サッカー、ソフトボール、フットベースボールの5競技が

行われ、温かい声援の中、選手たちは声をかけ合い励まし合いながら、試合に臨んでいました。

　
日
々
、
子
育
て
を
し
て
い
く

な
か
で
「
子
ど
も
と
遊
ん
で
楽

し
い
公
園
は
？
」「
子
ど
も
が
夜

泣
き
す
る
ん
で
す
が
」「
保
育
所

の
入
所
手
続
き
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
？
」
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

し
た
疑
問
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を

い
た
だ
け
た
ら
、
市
民
の
皆
さ

ん
お
互
い
の
助
け
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
、
市
こ
ど
も
課
で
は
、

そ
ん
な
皆
さ
ん
の
手
助
け
に
な

れ
ば
と
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
に
「
子
育
て
情
報
交
流
コ
ー

ナ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

市
民
ぐ
る
み
で
子
育
て
に
つ
い

て
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
皆
さ
ん
は
、
団
体
の
紹
介
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
投
稿
し

て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
よ
。

　
投
稿
の
際
は
、
内
容
文
を
電

子
メ
ー
ル
に
て
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
使
用
で
き
な
い
方
は
、
書

面
で
市
こ
ど
も
課
に
持
ち
込
ん

で
い
た
だ
く
か
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
も
受
け
つ
け
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
市
こ

ど
も
課

　
緯
２
３
―
６
５
２
９

　
思
２
２
―
７
９
１
３

　
専
用
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

k
o
so
d
a
te
b
b
s@
c
ity
.w
a

k
k
a
n
a
i.h
o
k
k
a
id
o
.jp

　
こ
ど
も
通
貨
E
子
マ
ネ
ー

「
タ
ラ
」
は
、
市
内
に
あ
る
児
童

館
や
学
童
保
育
所
で
、
あ
い
さ

つ
が
き
ち
ん
と
出
来
た
り
、
自

宅
で
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
良

い
事
を
し
た
と
き
に
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
集
め
た
「
タ
ラ
」
は
、
毎
年

９
月
に
行
わ
れ
る
児
童
館
祭
り

で
金
魚
す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー
な

ど
の
出
店
で
使
っ
た
り
、
子
ど

も
達
の
希
望
で
海
遊
び
、
山
遊

び
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
も
出

来
ま
す
。

　
児
童
館
祭
り
で
い
っ
ぱ
い
遊

べ
る
よ
う
に
、
今
か
ら
、「
タ

ラ
」
を
集
め
て
く
だ
さ
い
ね
。

問
い
合
わ
せ
／
市
こ
ど
も
課

　
緯
２
３
―
６
５
２
９

こ
ど
も
通

 こ
ど
も
通
貨貨

「
タ
ラ
」
っ
て

　
　「
タ
ラ
」
っ
て
？？

子
育
て
の
情
報
や
質

子
育
て
の
情
報
や
質
問問

な
ど
、
み
ん
な
で
交

な
ど
、
み
ん
な
で
交
換換

し
ま
せ
ん
か

し
ま
せ
ん
か
？？
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医
療
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
受
付
中
で
す

有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

現
在
、
病
院
へ
受
診
す
る
際

に
必
要
な
医
療
受
給
者
証
（
乳

幼
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
・
重

度
心
身
障
害
者
）
を
お
持
ち
の

方
は
、
有
効
期
限
が
７
月
　
日
３１

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
更

新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
方
で
申
請
し
て
い

な
い
方
は
、
随
時
申
請
を
受
付

け
て
お
り
ま
す
。

対
象
者
／

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

・
０
歳
児
か
ら
小
学
校
就
学
前

ま
で
の
児
童

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助

成
制
度

・
　

歳
に
達
し
た
最
初
の
年
度

１８末
ま
で
の
児
童
と
そ
の
児
童

を
扶
養
す
る
父
又
は
母

・
両
親
の
い
な
い
児
童
と
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
養
育

者
（
三
親
等
以
内
）。
た
だ
し
、

お
子
さ
ん
が
学
校
等
に
在
学

し
て
い
る
場
合
は
、　

歳
に

２０

達
し
た
月
ま
で

●
重
度
心
身
障
害
者
医
療
助
成

制
度

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
、

２
級
又
は
３
級
（
内
部
障
害

の
み
）

・
重
度
の
知
的
障
害

※
い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
制
限

（
　
年
中
の
所
得
）
が
あ
り
ま

１９す
。

受
付
場
所
／
市
総
合
窓
口
課
４

番
窓
口

必
要
な
も
の
／
印
鑑
・
健
康
保

険
証
等

※
平
成
　
年
１
月
２
日
以
降
に

２０

稚
内
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、

所
得
課
税
証
明
等
（
　
年
度
）

２０

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
市
総
合
窓
口
課

医
療
給
付
グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
４
１
１

は
か
り
の
定
期
検
査
を
忘
れ
ず
に
！

取
引
や
証
明
上
の
計
量
に
使

用
す
る
「
は
か
り
」
は
、
計
量

法
に
よ
り
２
年
に
１
度
、
定
期

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
は
、
９
月
８
日

（
月
）
～
９
日
（
火
）
の
日
程
で
、

１
ト
ン
以
上
の
「
大
型
は
か
り
」

の
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

民
間
計
量
士
に
よ
る
代
検
査
を

受
け
て
い
な
い
事
業
所
は
、
忘

れ
ず
に
受
検
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
市
水
産
商
工
観

光
課
商
工
グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
４
６
７

稚
内
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
初
級
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
事
業
者
や
団
体
な

ど
の
有
料
広
告
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

市
の
色
々
な
媒
体
を
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
大
き
な
宣
伝

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

広
告
料
金
や
内
容
な
ど
、
詳

し
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
取
扱
い
担

当
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

有
料
広
告
の
種
類
と
問
い
合
わ

せ
先
／

・
広
報
わ
っ
か
な
い
（
広
報
紙

面
）
…
市
地
域
振
興
課
広
報

グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
３
８
７

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た

広
告
　
…
市
Ｉ
Ｔ
推
進
課
Ｉ

Ｔ
推
進
グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
４
０
６

　
・
水
道
検
針
票
（
裏
面
）
…

市
水
道
部
庶
務
課
営
業
グ

ル
ー
プ
　

　
緯
２
３
―
６
５
１
４

・
封
筒
（
長
３
型
裏
面
）
…
市

財
政
契
約
課
契
約
グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
３
９
１

　
平
成
　
年
度
の
国
民
年
金
保

２０

険
料
免
除
制
度
、
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
の
申
請
を
７
月
よ
り

受
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
免

除
の
承
認
期
間
は
毎
年
７
月
か

ら
翌
年
の
６
月
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
、
ま

た
は
失
業
な
ど
で
収
入
が
少
な

く
納
付
が
困
難
な
方
が
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
が
全

額
免
除
、
ま
た
は
一
部
免
除
と

な
り
ま
す
。（
表
１
参
照
）

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
歳
未
満
の
方
で
本
人
、
配

３０
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
（
世
帯
主
の
所
得
審
査
は
あ

り
ま
せ
ん
）、
ま
た
は
失
業
な

ど
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
方
が

申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

納
付
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
前
年

所
得
の
目
安
額
は
（
表
１
）
全

額
免
除
と
同
額
で
す
。（
若
年

者
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
将
来
受
け
る
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す

が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。）

申
請
に
必
要
な
も
の
／
年
金
手

帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の

わ
か
る
も
の
・
印
鑑
・
前
年

所
得
の
わ
か
る
も
の
・
失
業

な
ど
を
理
由
と
す
る
場
合
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま

た
は
雇
用
保
健
被
保
険
者
離

職
票
（
コ
ピ
ー
可
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
／
市
総

合
窓
口
課
保
険
年
金
グ
ル
ー

プ
　
緯
２
３
―
６
４
１
０

年金額への

反映割合

免除が認められる前年所得の目安
保険料月額

家族4人世帯夫婦2人世帯単身世帯

1/114,410円全額納付

5/6335万円247万円189万円10,810円4分の1免除

2/3282万円195万円141万円7,210円半額免除

1/2230万円142万円93万円3,600円4分の3免除

1/3162万円92万円57万円0円全額免除

平成20年度　国民年金保険料（表１）

市
民
の
方
々
に
、「
わ
が
街

を
知
る
」
た
め
の
学
習
機
会
の

提
供
を
通
じ
て
、
稚
内
の
街
に

誇
り
を
持
ち
、
胸
を
張
っ
て

「
わ
が
街
を
語
る
」
ガ
イ
ド
役
に

な
っ
て
も
ら
う
た
め
、
稚
内
が

認
め
る
「
ガ
イ
ド
の
達
人
」
と

し
て
認
証
・
登
録
す
る
こ
と
で
、

稚
内
観
光
を
み
ん
な
で
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
制
度
で
す
。

皆
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
試
験
概
要

日
時
／
　
月
　
日
（
日
）　

時

１０

２６

１３

　
分
～

５０
会
場
／
市
役
所
５
階
　
正
庁

※
受
験
者
数
に
よ
っ
て
、
会
場

が
追
加
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

出
題
範
囲
／
初
級
テ
キ
ス
ト
よ

り
出
題

・
試
験
時
間
…
　
分
９０

・
出
題
数
…
　
問
程
度

５０

・
出
題
形
式
…
選
択
式

・
合
格
点
…
１
０
０
点
満
点
中

　
点
以
上

７０
●
募
集
要
項

募
集
期
間
／
８
月
１
日
（
金
）

～
８
月
　
日
（
金
）

２２

※
募
集
期
間
終
了
後
は
受
付
い

た
し
ま
せ
ん
。

※
受
験
申
込
み
用
紙
は
、
市
水

産
商
工
観
光
課
に
あ
り
ま
す
。

受
験
料
／
１
，
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）

※
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

１
，
３
０
０
円
（
郵
送
を
希

望
の
方
は
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

テ
キ
ス
ト
配
布
／
９
月
８
日

（
月
）
～

●
講
習
会

日
時
／

・
第
１
回
目
…
９
月
　
日
（
水
）

１７

・
第
２
回
目
…
９
月
　
日
（
日
）

２１

・
第
３
回
目
…
　
月
　
日
（
日
）

１０

１９

※
講
習
会
の
受
講
は
必
須
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
回
で

も
受
講
は
可
能
で
す
。（
講

習
内
容
は
全
て
同
じ
で
す
。）

会
場
／
市
役
所
５
階
　
正
庁

問
い
合
わ
せ
／
稚
内
観
光
マ
イ

ス
タ
ー
推
進
委
員
会
事
務
局

（
市
水
産
商
工
観
光
課
観
光

グ
ル
ー
プ
）

　
緯
２
３
―
６
４
６
８

学
校
内
で
の
喫
煙
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

受
動
喫
煙
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
、
市
内
小
中
学
校
の
校

舎
内
を
「
禁
煙
」
と
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
教
育
委
員
会
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空
の
日
フ
ェ
ス
タ
開
催

日
時
／
８
月
　
日
（
日
）　

時

２４

１０

～
　
時
１５

場
所
／
稚
内
空
港
内

※
悪
天
候
の
場
合
、
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
／

・
空
港
施
設
見
学
会

・
管
制
塔
・
気
象
台
見
学
会

・
エ
プ
ロ
ン
（
駐
機
場
）
の
開

放
・
業
務
用
車
両
の
展
示

・
Ａ
Ｎ
Ａ
子
供
用
制
服
の
試
着

会
・
空
港
消
防
に
よ
る
放
水
訓
練

・
飲
食
物
・
物
品
販
売
コ
ー
ナ

　
ー
の
設
置

問
い
合
わ
せ
／
稚
内
空
港
ビ
ル

緯
２
７
―
２
１
１
１

９
月
９
日
の
「
救
急
の
日
」

及
び
、
こ
の
日
を
含
む
一
週
間

を
「
救
急
医
療
週
間
｣
と
し
て
、

救
急
業
務
や
救
急
医
療
に
つ
い

て
住
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
い
理

解
と
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、「
救
急
の
日
」
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
消
防
フ
ェ
ア
も
同
時

に
開
催
し
、
消
火
放
水
体
験
、

は
し
ご
車
体
験
搭
乗
等
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
多
く
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
救
急
の
日
・
消
防
フ
ェ
ア

日
時
／
９
月
７
日
（
日
）　

時
１３

～
　
時
１５

場
所
／
稚
内
消
防
署
庁
舎
内

内
容
／

・
応
急
手
当
の
基
礎
を
学
ぶ
Ｄ

Ｖ
Ｄ
上
映

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
実
施
説
明

・
心
肺
蘇
生
法
の
実
技
体
験
指

導
・
消
防
車
の
放
水
体
験

・
は
し
ご
車
の
体
験
搭
乗

・
ち
び
っ
こ
広
場

※
内
容
は
一
部
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
市
消
防
署
救
急

救
助
グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
２
１
７
６

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
　
救
急
の
日
・
消
防
フ
ェ
ア
開
催

社
会
福
祉
事
業
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
　
年
度
収
支
決
算
書
の

１９

閲
覧
を
行
い
ま
す
。
閲
覧
希
望

の
方
は
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を

証
明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
・
健
康
保
険
証
等
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

場
所
／
社
会
福
祉
事
業
団
　
法

人
本
部
事
務
所
内

日
時
／
８
月
　
日
（
月
）
～
９

１８

月
１
日
（
月
）
９
時
～
　
時
１７

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
稚
内
市
社
会
福

祉
事
業
団

緯
２
８
―
１
３
３
４

平
成
　
年
度
第
２
回
の
空
き

２０

住
宅
入
居
者
募
集
予
定
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

申
込
書
配
布
／
８
月
　
日
（
月
）

１１

～
配
布
場
所
／
稚
内
土
木
現
業
所

建
設
指
導
課
内

募
集
期
間
／
８
月
　
日
（
火
）

２６

～
　
日
（
金
）　

時
～
　
時

２９

１０

１７

受
付
場
所
／
宗
谷
支
庁
２
階
３

号
会
議
室

※
場
所
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

募
集
住
宅
／

煙
宝
来
団
地
（
宝
来
４
丁
目
）

・
単
身
者
向
け
（
２
Ｄ
Ｋ
）
…

１
戸

・
一
般
世
帯
向
け
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
…
各
１
戸

※
空
室
が
現
時
点
で
の
予
定
で

す
。

家
賃
／
１
５
，
０
０
０
円
～
４

５
，
０
０
０
円
程
度
（
部
屋
、

収
入
、
世
帯
人
数
な
ど
に
よ

り
決
ま
り
ま
す
。）

入
居
者
の
決
定
方
法
／
応
募
多

数
の
場
合
抽
選

抽
選
日
／
９
月
２
日
（
月
）　１０

時
～

募
集
住
宅
、
入
居
条
件
（
収

入
基
準
等
）、
申
込
み
に
必
要

な
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
今
後
の
募
集
は
　
月
、
１
月

１１

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
空

室
状
況
に
よ
り
募
集
し
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
稚
内

土
木
現
業
所
建
設
指
導
課

　
緯
３
３
―
２
９
０
４

道
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

現
在
お
使
い
の
「
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
」
及
び
「
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
進
行
防
止
対
策
・

橋
本
病
重
症
患
者
対
策
医
療
受

給
者
証
」
は
、
有
効
期
限
が
９

月
　
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

３０
の
で
、　

月
１
日
以
降
も
医
療

１０

受
給
者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
更
新
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
／
８
月
　
日
（
金
）

２２

ま
で

※
申
請
が
遅
れ
る
と
、　

月
１

１０

日
ま
で
に
新
し
い
医
療
受
給

者
証
が
交
付
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

必
要
な
も
の
／
病
気
や
加
入
す

る
医
療
保
険
な
ど
に
よ
り
必

要
な
書
類
が
異
な
る
の
で
、

現
在
お
使
い
の
医
療
受
給
者

証
と
一
緒
に
、
送
付
し
て
い

る
「
更
新
申
請
の
お
知
ら
せ
」

に
よ
り
、
提
出
書
類
を
確
認

の
上
、
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
／

　
稚
内
保
健
所
健
康
推
進
課
保

健
予
防
係

　
緯
３
３
―
２
４
１
７

医
療
受
給
者
証
更
新
の
お
知
ら
せ

日
時
／
８
月
　
日
（
日
）　

時

２４

１０

～
　
時
１５

場
所
／
道
立
宗
谷
ふ
れ
あ
い
公

園
イ
ベ
ン
ト
内
容
／
ふ
れ
あ
い
食

の
広
場
・
ふ
れ
あ
い
遊
び
の

広
場
・
サ
ッ
カ
ー
大
会
・
グ

リ
ー
ン
グ
ラ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

大
抽
選
会

※
雨
天
の
場
合
、
中
止
に
な
る

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
北
海
道
立
宗
谷

ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事
務
所

　
緯
２
７
―
２
１
７
７

第
４
回
ふ
れ
あ
い
公
園
ま
つ
り
開
催

こ
の
訓
練
は
、
宗
谷
海
峡
に

お
け
る
大
規
模
な
サ
ハ
リ
ン
原

油
の
流
出
事
故
を
想
定
し
、
排

出
油
防
除
体
制
の
更
な
る
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
ま
す
。

日
時
／
９
月
３
日
（
水
）　

時
１０

～
　
時
１５

会
場
／
稚
内
港
天
北
２
号
埠
頭

及
び
周
辺
海
域
（
港
外
）

訓
練
項
目
／
災
害
情
報
収
集
伝

達
訓
練
、
応
急
対
策
会
議
招

集
訓
練
、
災
害
対
策
本
部
設

置
訓
練
、
臨
時
会
議
開
催
訓

練
、
自
衛
隊
災
害
派
遣
要
請

訓
練
、
災
害
対
策
現
地
合
同

本
部
設
置
・
運
営
訓
練
、
ヘ

リ
テ
レ
映
像
伝
送
訓
練
、
避

難
訓
練
、
避
難
誘
導
訓
練
、

交
通
・
立
入
規
制
訓
練
、
傷

病
者
搬
送
訓
練
、
漂
流
油
防

除
訓
練
（
洋
上
・
陸
上
）、
一

時
貯
油
場
所
設
置
訓
練
、
回

収
油
運
搬
訓
練

問
い
合
わ
せ
／
市
総
務
課
防
災

担
当
主
幹

　
緯
２
３
―
６
３
８
０

稚
内
市
流
出
油
防
除
総
合
訓
練
実
施
の
お
知
ら
せ

緊
急
時
に
消
防
１
１
９
番
通
報

し
た
場
合
は
、
住
所
・
目
標
物
・

氏
名
・
傷
病
者
の
状
態
等
を
落

ち
着
い
て
正
し
く
通
報
し
て
下

さ
い
。
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〔大ホール〕

入場料
時間

催物名曜日日月
終演開演

関係者10：30
劇団四季ミュージカル
　「人間になりたがった猫」日178

関係者14：00
わらび座ミュージカル「火の鳥」火2

9

大人3,000円
高校生1,000円

19：00

関係者14：00わらび座ミュージカル「火の鳥」水3

無料14：00あじさいコーラス15周年記念コンサート日7

〔小ホール〕

入場料
時間

催物名曜日日月
終演開演

11：45稚内市戦没者追悼式金15

8
10：00

第46回氷雪の門・九人の乙女の碑
平和祈念祭水20

関係者16：009：00
宗谷管内学校経営研究大会

・法制研究会金29

関係者12：0010：00
看護・介護の現場で働く人のための

口腔ケア講習会日31

総合文化センター  緯22－2727
今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ今月のおすすめ本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本

市立図書館　稚内市大黒４丁目１番１号　緯23-3874

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄付付付付付付付付付付あああああああああありりりりりりりりりりががががががががががととととととととととううううううううううごごごごごごごごごござざざざざざざざざざいいいいいいいいいいまままままままままま寄付ありがとうございますすすすすすすすすすす(敬称略)

文化センターイベント情報■新 ■図 ■書 ■刊 

～ 開 館 時 間 の ご 案 内 ～

 火・金　10：00～20：00
 水・木・土・日　10：00～18：00

稚内市は、苛日本環境協会の承認を得て、エコマークをシンボルマークとして使用しています。 この広報紙は、エコマーク認定の古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆インキを使用しています。

～ 休 館 日 ～

 毎週月曜日・8月28日（木）

「一朝の夢」「一朝の夢」　　 

梶よう子・著 文藝春　　　　　　　　　梶よう子・著　文藝春秋秋

　中根興三郎は、同心といっても血なまぐさい事件中根興三郎は、同心といっても血なまぐさい事件にに

は縁遠い、朝顔栽培が生きがいの男だ。ある日、興三は縁遠い、朝顔栽培が生きがいの男だ。ある日、興三郎郎

は宗観と呼ばれる壮年の武家と知り合い、朝顔を介は宗観と呼ばれる壮年の武家と知り合い、朝顔を介しし

て心和む交流が始まる。だが時代は急展開を迎え、て心和む交流が始まる。だが時代は急展開を迎え、井井

伊大老と水戸徳川家の確執など予断を許さない。ま伊大老と水戸徳川家の確執など予断を許さない。またた

興三郎の同僚が息子を斬殺して出奔するという事件興三郎の同僚が息子を斬殺して出奔するという事件をを

起こす。興三郎は、思いもよらぬ形で井伊大老を中起こす。興三郎は、思いもよらぬ形で井伊大老を中心心

とした歴史の転換点に関わっていく…。(第15回松本とした歴史の転換点に関わっていく…。(第15回松本清清

張張賞賞受賞作)受賞作)　

～一般書～

「夜」　…橋本治・著

「缶詰でおいしいレシピ」　…谷島せい子・著

「錦」　…宮尾登美子・著

「蜘蛛の糸」　…黒川博行・著

～児童書～

「くまとやまねこ」　…湯本香樹実・文　酒井駒子・絵

「翔太の夏―秘密の山のカブトムシ―」　…那須正幹・作　スカイエマ・絵

「ドラキュラーってこわいの？」　…せなけいこ・作・絵

「ミヤマ物語　第１部」　…あさのあつこ・著

煙特別養護老人ホーム富士見園へ　葛船谷由起子　葛平松　スミ

　葛鈴木　君江　葛北崎　春子　葛北七町内会寿久会

煙市立稚内病院へ　葛川田　キヌ

煙日本のてっぺん応援基金へ　葛川口まつえ　葛江草　佳紀　葛畑井　与吉

　葛湯浅　国勝　葛北海道街商協同組合旭川支部　葛稚内クラブ

　葛奥山　守　葛伊藤　森幸　葛稚内おおなご＆フ－ドフェスタ実行委員会

　葛山本　雅章　葛對馬　俊一

現
在
、
稚
内
市
か
ら
猿
払
村

方
面
に
は
内
陸
部
を
経
由
し
た

天
北
線
バ
ス
が
運
行
し
て
い
ま

す
が
、
宗
谷
岬
を
経
由
し
て
猿

払
村
方
面
に
向
か
う
バ
ス
は
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
北
海
道
運
輸
局

で
は
、
地
元
住
民
や
「
宗
谷
岬
」

を
訪
れ
る
観
光
客
等
に
と
っ
て

便
利
な
バ
ス
の
実
現
を
目
指
し
、

稚
内
市
、
猿
払
村
、
地
元
の
商

工
・
観
光
・
交
通
事
業
者
等
で

構
成
す
る
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
バ
ス
の
実
験
運
行
を
行
い

ま
す
。

運
行
予
定
期
間
／
８
月
　
日
１８

（
月
）
～
９
月
６
日
（
土
）

運
行
予
定
便
数
／
１
日
４
便

（
２
往
復
）

問
い
合
わ
せ
／

・
北
海
道
運
輸
局
旭
川
運
輸
支

局
内
「
北
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
バ

ス
交
通
整
備
検
討
委
員
会
」

事
務
局

　
緯
２
３
―
５
０
４
７

・
宗
谷
バ
ス
株
式
会
社

　
緯
２
３
―
５
５
１
０

～ お 知 ら せ ～
 

夏休み

　図書館スタンプラリー2008

日程…7月29日(火)～8月17日(日)

乗車 30分

乗車 35分

1 2
3

4

5

乗車 35分

猿主な停留所と予定時刻猿

210円大黒4丁目

210円潮見5丁目

240円はまなす団地

270円声問

590円稚内空港ターミナル

1,350円宗谷岬

1,390円大岬

1,450円東浦

1,610円浜鬼志別

1,660円さるふつ公園

150円浜鬼志別

480円東浦

900円大岬

1,040円宗谷岬

1,550円稚内空港ターミナル

1,490円声問

1,540円はまなす団地

1,540円潮見5丁目

1,610円大黒4丁目

1,660円稚内駅前ターミナル

猿さるふつ公園からの主な運賃猿猿稚内駅前ターミナルからの主な運賃猿

2便目

さるふつ公園　　　　　　13：00

宗　谷　岬　　　　　　　13：35

稚内空港ターミナル　　　14：06

稚内駅前ターミナル　　　14：40

フェリーターミナル　　　14：45

4便目

さるふつ公園　　　　　　17：55

宗　谷　岬　　　　　　　18：30

稚内空港ターミナル　　　（通過）

稚内駅前ターミナル　　　19：24

※フェリーターミナルまでは運行しません

1便目

フェリーターミナル　　　10：55

稚内駅前ターミナル　　　11：00

稚内空港ターミナル　　　（通過）

宗　谷　岬　　　　　　　11：46

さるふつ公園　　　　　　12：21

3便目

フェリーターミナル　　　14：20

稚内駅前ターミナル　　　14：25

稚内空港ターミナル　　　14：55

宗　谷　岬　　　　　　　15：25

さるふつ公園　　　　　　16：00

※有料の場合もありますので、お問い合わせください。

《譲ってほしいもの》

煙ベビーカー　煙ベビーサークル　煙チャイルドシート　

煙ジュニアシート　煙幼児用自動車　煙幼児用自転車(12～14インチ)　

煙子供用自転車　煙大人用自転車　煙子供用ジャングルジム

煙子供服　煙下駄箱　煙屋外用バスケットゴール(土台付)　

煙食卓テーブル(椅子付)　煙収納棚　煙留守番電話(子機付)

煙食卓テーブルの椅子(5～6脚)　煙ミニ食器棚　煙食卓テーブル(4人用)

煙ビデオデッキ　煙電子オルガン　煙和太鼓　

煙小型犬室内用ゲージ　煙稚内高校ジャージ　煙稚内高校Ｔシャツ
　

《譲りたいもの》

煙ベビーベッド(無料)　煙ベビーベッド(茶色・無料)　

煙幼児用自転車(有料)　煙学習机(無料)

煙留守番電話(子機なし・有料)　煙電動ミシン(有料1台・無料1台)　

煙エアロバイク(無料)　煙シルバーカー(無料)

煙乗馬型フィットネスマシン(無料)　

煙ピコのカセット10本以上(無料)　煙ハイ＆ローチェアコンビ(有料)

煙婦人用パンツスーツ(9号・ジャケット・パンツ・ベスト・茶系無地・有料)

煙キャンプ用品一式(コールマンテント4～5人用・コールマンパラタープ8人

　用・椅子4脚・テーブル1台・有料)

問い合わせ／
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